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京
都
所
司
代
は
、
朝
廷
や
西
国
大
名
の
監
察
、
京
都
諸
役
人
の
統
轄
に
あ
た
っ
た
京
都
・
西
国
支
配
の

要
と
な
る
重
職
で
あ
る
。
所
司
代
の
機
能
は
近
世
を
通
し
て
変
遷
し
て
い
る
と
さ
れ
、
近
年
で
は
幕
府
か

ら
所
司
代
へ
宛
て
た
発
給
文
書
に
注
目
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
一
方
、
所
司
代
の
就
任
儀
礼
に

関
し
て
は
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
二
木
謙
一
氏
は
、
儀
礼
と
い
う
観
点
か
ら
江
戸
幕
府
の
構

造
・
性
格
を
読
み
解
く
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
江
戸
幕
府
日
記
』『
徳
川
実
紀
』『
寛

政
重
修
諸
家
譜
』『
所
司
代
日
記
』
等
を
用
い
て
、
所
司
代
の
選
任
過
程
、
就
任
時
の
儀
礼
に
着
目
し
な
が

ら
京
都
所
司
代
の
機
能
や
幕
府
の
支
配
構
造
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

第
一
章
で
は
、
所
司
代
の
選
任
過
程
か
ら
、
江
戸
時
代
前
半
に
「
個
人
才
量
」
に
重
点
を
置
か
れ
て
い

た
所
司
代
の
「
官
僚
化
」
が
進
み
、
十
七
世
紀
後
半
に
か
け
て
所
司
代
の
昇
進
コ
ー
ス
が
確
立
し
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。 

 

 

第
二
章
で
は
、
第
一
章
に
て
明
ら
か
に
な
っ
た
所
司
代
の
「
官
僚
化
」
が
所
司
代
就
任
儀
礼
に
お
け
る

「
簡
略
化
」「
統
一
化
」
と
い
う
形
で
表
れ
て
お
り
、
今
後
数
十
年
に
亘
り
存
続
す
る
幕
府
制
度
の
基
盤
が

で
き
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
加
え
て
、
所
司
代
の
就
任
儀
礼
が
朝
幕
間
の
交
渉
と
い
う
政
治
目
的
で
利
用

さ
れ
て
い
た
例
を
確
認
で
き
た
。 

 

第
三
章
で
は
、
上
京
時
の
所
司
代
は
将
軍
の
「
御
使
」
と
老
中
支
配
を
受
け
る
「
一
役
人
」
と
い
う
両

面
性
を
兼
ね
て
お
り
、
そ
の
中
で
老
中
が
所
司
代
に
同
伴
し
て
上
京
す
る
と
い
う
慣
習
は
幕
府
の
支
配
構

造
を
朝
廷
に
示
す
機
能
が
あ
っ
た
と
窺
え
た
。
ま
た
、
江
戸
城
内
で
の
儀
礼
行
事
は
、
在
府
期
間
の
少
な

い
所
司
代
が
幕
府
の
支
配
機
構
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
置
づ
け
で
あ
る
か
を
諸
役
人
に
再
認
識
さ
せ
る
貴

重
な
機
会
で
あ
っ
た
と
考
え
た
。 

 

京
都
所
司
代
の
政
治
的
機
能
と
そ
の
変
遷
は
、
所
司
代
の
就
任
儀
礼
に
も
表
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
で
き
た
。
ま
た
、
所
司
代
を
め
ぐ
る
儀
礼
は
各
時
代
に
お
け
る
所
司
代
の
あ
り
方
だ
け
で
は
な
く
、
幕

府
の
支
配
制
度
や
朝
幕
関
係
を
視
覚
化
す
る
、
政
治
的
意
義
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
。 

 


